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善覚寺行事案内 2023(令和5年)
☆写経の会

第２月曜 午前１０時～１１時４０分
４月１０日からリニューアルします。これを機会に是非
お寺で静かな時間を過ごしましょう。

☆日曜学校
第２・第４日曜 午前９時３０分～

１０時３０分
４月９日は「花まつり」をします。

☆寺ヨガ 午前１０時～１１時 毎月３回開催しております
住職・坊守も参加しているシニアバージョンもあり
ます。 (ホームページ及び電話でご確認ください)
参加費 千円 定員１０名 要申し込み
老若男女問いません

☆盂蘭盆会暁天法座
８月１４日（月） 早朝６時～７時
お盆のお座を開いております。夏の早朝に皆様で
お参りください。亡き人を偲び、お念仏申しましょう

☆報恩講 (予定)
１１月 ４日（土）こども報恩講 午後１時３０分

５日（日）大逮夜 (バーボンサワーコンサート)
午後１時３０分

御伝鈔 午後７時
６日（月）お朝事 午前８時３０分

結願日中 午前１０時３０分

〒670−0086
姫路市田寺7−5−41
真宗大谷派善覚寺
TEL（079）296-2442
FAX（079）291-1359
zenkakuji500@gmail.com
http://www.zenkakuji.com

善覚寺

２０２３年 宗祖親鸞聖⼈御誕⽣８５０年・⽴教開宗８００年慶讃法要
テーマ「南無阿弥陀仏

⼈と⽣まれたことの意味をたずねていこう」

編集後記
久しぶりに姫路城マラソンが開催されるなど、少し
ずつウィズコロナとなってきましたね。小学4年の孫
も２キロを完走し、楽しませてもらいました。

永代経などの行事も少しずつ以前の形に戻して行き
ます。寒い時期ですので防寒の用意をしてお参りく
ださい。
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【第1期法要】2023年3⽉25⽇
〜4⽉8⽇まで

【讃仰期間】2023年4⽉9⽇
〜4⽉14⽇まで

【第2期法要】2023年4⽉15⽇
〜4⽉29⽇まで

京都 本⼭ 東本願寺
「宗祖親鸞聖⼈御誕⽣８５０年
⽴教開宗８００年 慶讃法要」

期間中の京都市内での関連催し
京都国立博物館
「親鸞 ⽣涯と名宝」展
３⽉２５⽇〜５⽉２１⽇

南座
「若き⽇の親鸞」
４⽉１０⽇〜２９⽇
ご⾨徒割引があります。詳しくは善覚寺まで
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【すべての核に反対です】
今⽉の電気代をみて皆さんビックリされませんでしたか？電気代・ガス代が上がっ

ています。５⽉以降さらに上がるそうです。
ロシア、ウクライナ戦争によって⽯炭や液化天然ガス（LNG）などの輸⼊価格⾼騰が
原因と⾔われています。
そうなるとやはり⽕⼒発電ではだめだ、原⼦⼒発電をベースロードとしてさらに依

存度を⾼めるべきだという論調が増え、実際2011年の福島原発の事故がなかったかの
ように60年超えの⽼朽化した原発稼働など、原発推進へと政府は舵を切っています。
しかし⻑い⽬で⾒ると⾼額な建設費⽤や事故被害額、安全対策費⽤、⽴地⾃治体へ

の補助⾦以外に、何⼗年かかるかわからない「廃炉」費⽤、使⽤済み核燃料を何万年
も管理保管して置かなければならない費⽤等を換算すると膨⼤な費⽤がかかることが
わかっています。

また温暖化対策として原発利⽤が⾔われていますが、原発は、燃料を作るにも使⽤
後も⼯程が多く、そのすべての段階で、エネルギーが使われてCO2が発⽣します。各
⼯程間の輸送でもCO2を排出します。
危険を伴う原⼦⼒は、⽴地から、管理、運営、核のごみの後始末まで、お⾦や⼈、

をたくさん使います。その分、地球温暖化の抜本的解決策である⾃然エネルギー導⼊
や省エネ推進が遅れてしまいます。
そして原発を稼働・廃炉すべての段階で原発従事者に被爆をさせているのです。
また満杯になった処理⽔が海洋放出されるようですが、海洋資源への放射性物質の

蓄積、そしてそれらの⾷物連鎖による内部被曝の問題が置き去りになっています。

私達はいつから

「今だけ・お⾦だけ・
⾃分だけ」

になってしまったのでしょう
か。

⽣命と核は共存できません。

これは「いのち」の問題です

すべての核に反対です。
（善覚寺 住職 釋教範）


